
令和 5年度 第 12 回 理事会議事録   

   
日 時：令和 6 年 3 月 13 日（水） 19：00～21:00  

場 所：ハイブリッド開催（中頭病院 中頭ホール・Zoomを使用した Web 会議） 

［出席者］  

理 事：久高将臣、仲宗根美紀、金城良和、 當間智史、宮里由乃、比嘉俊文、当眞祐二、 

玉城すみれ、武富新太郎、平良雄司 

WEB 担当：上地誠之 

以下の出席者は、Web 会議システムにて参加した。 

理事：小嶺衛、立津統、末吉恒一郎、神谷喜一、南部路治 

監 事：仲西孝之、千知岩伸匡 

書 記：城間亮太 

［審議事項］  

・第 1 号議案 日本理学療法士協会補欠代議員推薦に関する件 

・第 2 号議案 令和 6 年度沖縄県受託事業に関する件 

・第 3 号議案 令和 6 年度恩納村受託事業に関する件 

・第 4 号議案 令和 6 年度座間味村受託事業に関する件 

・第 5 号議案 令和 6 年度石垣市受託事業に関する件 

・第 6 号議案 令和 6 年度宮古島市受託事業に関する件 

・第 7 号議案 令和 5 年度沖縄県理学療法士協会協会賞ならびに功労賞の推薦に関する件 

・第 8 号議案 OPTA50 周年記念式典委員会予算補正に関する件 

・第 9 号議案 R6 年度労働災害 PT 委員会の設立に関する件 

・第 10 号議案 2024 年度事業計画・収支予算書に関する件 

・第 11 号議案 沖縄県理学療法士連盟後援依頼に関する件 

 

議決に加わることの出来る理事数 15 名 

出席者理事数 15 名（第 1 号議案から 3 号議案：13 名、第 4 号議案から 5 号議案：14 名 

第 6 号議案から第 11 号議案：15 名） 

 

上記のとおり、理事及び監事の出席が確認され、代表理事小嶺衛が議長となって、本理事会は

集合と Web 会議システムを併用して開催する旨宣言した。  

議長小嶺衛は、参加理事末吉恒一郎、久高将臣、神谷喜一、仲宗根美紀、比嘉俊文、當間智

史、宮里由乃、玉城すみれ、武富新太郎、金城良和、当眞祐二、平良雄司、監事千知岩伸匡、仲

西孝之に対し、Web 会議にて本理事会に出席する旨を説明し、Web 会議システムにより、出席者

の映像と音声が即時に他の出席者に伝わり、出席者が一同に会するのと同等に適時的確な意見表

明が互いにできる状態となっている事が確認されて、議案の審議に入った。 

第 4 号議案審議前に立津統副会長が Web 会議システムに参加したため、改めて適時的確な意見

表明が互いにできる状態であることを確認し、議案の審議に入った。 

第６号議案開始前に南部路治理事が Web 会議システムに参加したため、改めて適時的確な意見

表明が互いにできる状態であることを確認し、議案の審議に入った。 

 

［報告事項］  

１．会長  ※月次活動報告 

２．副会長  ※月次活動報告 

３．事務局  ※月次活動報告 



４．地域局 ※月次報告書 

５．社会職能局  ※月次活動報告 
６．教育学術局  ※月次活動報告 
７. 各種委員会  ※月次活動報告 

 

第 1 号議案 日本理学療法士協会補欠代議員推薦に関する件  

提出日：令和 6 年 3 月 12 日  提出者：小嶺 衛 

担当局：会長 担当部： 

議案主題  日本理学療法士協会補欠代議員推薦に関する件 

議案内容  

及び  

提出理由 

日本理学療法士協会選挙管理委員会より補欠代議員数１名不足と連絡があっ

た。実施要綱「３．立候補受付について（３）受付数が定数に満たない場合」

に従い、不足分の補欠代議員の選出について検討をお願いしたい。 

審議内容 検討 1．補欠代議員推薦の可否について 

検討 2．補欠代議員の推薦者について 

審議結果 検討 1．補欠代議員推薦の可否について 

全員一致で可決した。 

可：13 名、否：0 名 

検討 2．補欠代議員の推薦者について 

久高将臣会員を推薦する案が提出され、全員一致で可決した。 

可：13 名、否：0 名 

事務局にて JPTA へ届出書を提出する。 

担当局：事務局 担当部：総務部 

備 考  

 

第 2 号議案 沖縄県受託事業に関する件 

提出日：令和 6 年 3 月 12 日 提出者：小嶺衛・久高将臣 

担当局：会長・事務局 担当部：総務部 

議案主題 沖縄県受託事業の受託について 

議案内容 

及び 

提出理由 

沖縄県子ども生活福祉部高齢者福祉課地域ケア推進班より以下の 2 つの事業

を受託する予定である。 

1 「令和 6 年度地域支援事業等市町村支援アドバイザリー事業」 

2 「令和 6 年度多職種連携ケアマネジメント基盤強化促進事業」 

受託について審議いただきたい。 

これらの事業を通して専門職間の連携していく体制を構築及び強化すること

で、市町村事業に対する理学療法の提供などが期待される。定款第 4 条第 1 項

「理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の増進に寄与するための事業」

ならびに 5 項「内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業」に基づく。 

【委託元】沖縄県子ども生活福祉部 高齢者福祉介護課 地域ケア推進班 

【契約期間】2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31日（調整中） 

【予算規模】①＋②＝約 8,428,000 円 



【研修概要】地域局・沖縄県・講師陣と検討中 

審議内容 
検討 1：受託の可否 

検討 2：担当者の決定 

審議結果 

検討 1．受託の可否について 

全員一致で可決 

可：13 名、否：0 名 

検討 2．担当者の決定 

「仲宗根美紀 地域局副局長」が担当することとなった。 

 事務局（事務員）にてサポートに入る。 

担当局：事務局・地域局 担当部：総務部 

備 考  

 
第 3 号議案 令和 6 年度恩納村受託事業に関する件 

提出日：令和 6 年 3 月 12 日 提出者：小嶺衛・久高将臣 

担当局：会長・事務局 担当部：総務部 

議案主題 令和 6 年度恩納村短期集中型サービス事業「訪問型サービス C」の受託について 

議案内容 

及び 

提出理由 

恩納村役場高齢者福祉係より以下の事業を受託する予定である。 

「令和 6 年度恩納村短期集中型サービス事業」 

受託について審議いただきたい。 

これらの事業を通して市町村事業に対する理学療法の提供などが期待され

る。定款第 4 条第 1 項「理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の増進に

寄与するための事業」。 

【委託元】恩納村役場 健康福祉課 高齢者福祉係 

【契約期間】2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31日 

【予算規模】1,024,450 円 

【概要】恩納村役場担当者と検討中 

審議内容 

検討 1：受託の可否 

検討２：担当者の決定 

【質疑応答】 

＜末吉副会長＞受託するあたり担い手の確保状況はいかがか？ 

＜仲宗根理事＞人材育成が次年度のテーマであり、本事業に関しては 7 月を目

処に声かけしており、OJT にて人材育成を行いながら 2 人にシフトチェンジして

いく予定。あわせて会員に向けても受託事業の会員募集も進めていきたい。 

審議結果 

検討 1．受託の可否について 

全員一致で可決 

可：13 名、否：0 名 

検討 2．担当者の決定 

「仲宗根美紀 地域局副局長」が担当することとなった。 

全員一致で可決 

可：13 名、否：0 名 

担当局： 担当部： 

備 考  

  



第 4 号議案 令和 6 年度座間味村受託事業に関する件 

提出日：令和 6 年 3 月 12 日 提出者：小嶺衛・久高将臣 

担当局：会長・事務局 担当部：総務部 

議案主題 令和 6 年座間味村地域リハビリテーション活動支援事業の受託について 

議案内容 

及び 

提出理由 

座間味村住民課より以下の事業を受託する予定である。 

「令和 6 年度座間味村地域リハビリテーション活動支援事業」 

受託について審議いただきたい。 

これらの事業を通して市町村事業に対する理学療法の提供などが期待され

る。定款第 4 条第 1 項「理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の増進に

寄与するための事業」。 

【委託元】座間味村役場 住民課 

【契約期間】2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31日 

【予算規模】1,030,000 円 

【概要】リハビリ専門職を派遣し身体機能及び日常生活動作、日常生活関連動

作等の遂行能力について専門的な評価を行い、改善に向けた支援を行う事で介

護予防・重度化防止を図ること 

審議内容 
検討 1：受託の可否 

検討２：担当者の決定 

審議結果 

検討 1．受託の可否について 

全員一致で可決 

可：14 名、否：0 名 

検討 2．担当者の決定 

合わせて「上地誠之 事務長」が担当で承認が得られた。 

担当局： 担当部： 

備 考  

 
第 5 号議案 令和 6 年度石垣市受託事業に関する件 

提出日：令和 6 年 3 月 12 日 提出者：小嶺衛・久高将臣 

担当局：会長・事務局 担当部：総務部 

議案主題 
令和 6 年石垣市介護予防普及啓発事業「チャレンジプラスアップ教室」の受託

について 

議案内容 

及び 

提出理由 

石垣市地域包括支援センターより以下の事業を受託する予定である。 

「令和 6 年度石垣市介護予防普及啓発事業チャレンジプラスアップ教室」受託

について審議いただきたい。 

これらの事業を通して市町村事業に対する理学療法の提供などが期待され

る。定款第 4 条第 1 項「理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の増進に

寄与するための事業」。 

【委託元】石垣市地域包括支援センター 

【契約期間】2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31日 

【予算規模】720,000円 

【概要】人生 100 年時代を見据えて、誰もがより長く元気に活躍できるため

に、多職種が専門性を活かし介護予防・フレイル対策・認知症予防や生活

習慣病などの疾病予防・重症化予防を一体的に実施し、在宅で自立した生

活を送れる高齢者の増加を目指す。 



審議内容 
検討 1：受託の可否 

検討２：担当者の決定 

審議結果 

検討 1．受託の可否について 

全員一致で可決 

可：14 名、否：0 名 

検討 2．担当者の決定 

「八重山支部・事務局」が担当で承認が得られた。 

担当局：事務局 担当部：八重山支部 

備 考  

第 6 号議案 令和 6 年度宮古島市受託事業に関する件 

提出日：令和 6 年 3 月 12 日 提出者：小嶺衛・久高将臣 

担当局：会長・事務局 担当部：総務部 

議案主題 令和 6 年宮古島市アセスメント支援事業の受託について 

議案内容 

及び 

提出理由 

宮古島市地域包括支援センターより以下の事業を受託する予定である。 

「令和 6 年度宮古島市アセスメント支援事業」受託について審議いただきた

い。 

これらの事業を通して市町村事業に対する理学療法の提供などが期待され

る。定款第 4 条第 1 項「理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の増進に

寄与するための事業」。 

【委託元】宮古島市地域包括支援センター 

【契約期間】2024 年 4月 1 日～2025 年 3 月 31日 

【予算規模】583,220円 

【概要】地域においてリハビリテーションに関する専門的知見を有する者を活かし

た自立支援に資する取り組みを推進し、高齢者や取り巻く地域住民が生き

がい・役割をもって生活できるよう介護予防を推進する事を目的とする。 

審議内容 

検討 1：受託の可否 

検討２：担当者の決定 

【質疑応答】 

＜武富理事＞ケアマネジメント支援事業というのはどの様な事業なのか？ 

＜上地事務員＞通所・訪問系サービス、住民主体の通いの場等へリハ専門職を派

遣し、高齢者の有する能力を評価し改善可能性を助言するなど、

地域包括支援センターとも連携しながらケアマネジメントに関す

る支援を行う事業です。 

＜比嘉理事＞協会に委託する事で、報償費などが下がるなど、会員へのデメリッ

トにはなっていないか？ 

＜上地事務員＞協会の方で受託する事で、報償費が下がることは無く、+α に持

っていけるように宮古島市とも話をしていきたいと考えています。 

審議結果 

検討 1．受託の可否について 

全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

検討 2．担当者の決定 

「宮古支部・事務局」が担当で承認が得られた。 

担当局：事務局 担当部：宮古支部 

備 考  

 



第 7 号議案 令和 5 年度沖縄県理学療法士協会協会賞ならびに功労賞の推薦について 

提出日：令和 6 年 3 月 13 日 提出者：末吉恒一郎 

担当局：表彰審査・査読委員会 担当部： 

議案主題 令和 5 年度沖縄県理学療法士協会協会賞ならびに功労賞の推薦について 

議案内容 

及び 

提出理由 

 

 令和 5 年度における当会協会賞ならびに功労賞の推薦について、表彰審

査・査読委員会にて検討した結果、下記の会員を理事会に推薦することとな

った。推薦理由ならびに推薦規程を記載するので、ご審議いただきたい。 
【協会賞】 

氏名：運天智子会員 

推薦理由：平成 17 年～令和元年まで 15 年間に渡り、当会財務局長として、

主に会計管理業務に従事した。在任期間には、公益社団法人への移

行もある中、当会の発展の多大な貢献をされた。 

（１）－１）協会賞 

第 6 条 協会賞は、本会会員として 15 年以上（休会期間は除く） 理学療法の

活動並びに本会事業に顕著な功績があったものに授与する。 

2  表彰にあたっては、次の第 1号および第 2 号から第 3号のいずれかを

満たすことを基準とする。 

（1）会員在籍年数が、15 年以上の者  

（2）本会の役員として、10 年以上関わったもの  

（3）本会事業へ多大な功績を残したものであること  

【功労賞】 

対象会員：12 名 ＊氏名は添付資料参照 

推薦理由：本会会員として 30年以上在籍し、推薦要件を満たすため。 

（１）－３）功労賞  
第 8 条 功労賞は、本会会員として 30 年以上（休会期間は除く）、本会に在籍

した者に授与する 

2  表彰にあたっては、次の第 1号を満たすことを基準  

（1）会員在籍年数が、30 年以上の者 

審議内容 
検討 1．沖縄県理学療法士協会協会賞の推薦について 

検討 2．沖縄県理学療法士協会功労賞の推薦について 

審議結果 

検討 1．沖縄県理学療法士協会協会賞の推薦について 

①推薦の可否 

全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

②推薦者について 

運天智子会員で承認が得られた。 

検討 2．沖縄県理学療法士協会功労賞の推薦について 

全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

担当局：表彰審査・査読委員会 担当部： 

備 考 推薦者について「運天智子会員」で了承が得られ次第、本人へ打診する。 

 

第 8 号議案 (公社)沖縄県理学療法士協会 50 周年記念式典補正予算に関する件 

提出日：令和 6 年 3月 13 日  提出者：立津 統 

担当局：50 周年記念式典委員会 担当部：  



議案主題 50 周年記念式典における補正予算について 

議案内容 

及び 

提出理由 

定款第４条、(5)内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業、(6)理学療

法士の社会的地位の向上及び相互福祉に関する目的、(7)その他この法人の目

的を達成するために必要が事業を達成するため、ご審議をお願いしたい。 

審議内容 予算案変更について 

審議結果 全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

担当局：50 周年記念式典委員会 担当部： 

備 考 ・令和 5 年度予算 1,200,000 円 ⇒1,380,000 円 

理由：小川克己議員の招聘にかかる費用(10 万円計上)、田中まさし宿泊費(1

万円計上)、余興代(4 万円計上)、スライド作成費(2 万円)、予備費１万円で

18 万円増を見込んでいる。但し収入として会員参加費参加費 3,000円として

60 名を見込んでいるため、増額分は参加費で賄う予定である。 

 
第 9 号議案 労働災害理学療法委員会設立に関する件 

提出日：令和 6 年 3月 13 日  提出者：立津 統 

担当局：労働災害理学療法を考える会 担当部：  

議案主題 労働災害理学療法委員会の設立について 

議案内容 

及び 

提出理由 

定款第４条(1)理学療法を通じて、県民の医療・保健・福祉の増進に寄与するた

めの事業、(5)内外の関連団体との連絡及び協力に関する事業の目的を達成する

ため、産業理学療法部門における現状と方向性を見出すために開催する。 

開催についてのご審議をお願いしたい。 

審議内容 検討 1．令和 6 年度における委員会の設立について 

検討 2．予算案について 

審議結果 検討 1．委員会の設立について 

全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

検討 2．予算案 

全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

担当局：  担当部： 



備 考 ・委員会開催 2 か月に 1 回程度予定(6 名×500 円＝3,000円) 

・中央労働災害防止協会(JPTA 正会員登録済)主催の研修会参加 

 ①令和 6 年度「健康づくり推進スタッフ養成研修」42,570 円(東京都開催) 

 ②令和 6 年度「高齢労働者の転倒・腰痛予防から労務管理までを学ぶｾﾐﾅｰ」

21,780 円(東京都開催) 

 ※いずれかに参加を予定 

予算案合計 10 万円程度 

 
第 10 号議案 2024 年度事業計画・収支予算書について 

提出日：令和 6 年 3 月 13 日 提出者：小嶺 衛 

担当局：事務局 担当部：総務部・財務部 

議案主題 2024 年度事業計画・収支予算書について 

議案内容 

及び 

提出理由 

2024 年度収支予算案として、経常収益を 50 周年記念事業のための特定費用準

備資金 4,456,000 円を含む 33,899,645 円を見込み、2 月 18 日開催の予算編成

委員会の審議内容を踏まえて事業計画ならびに経常費用を策定した。 

ご審議願いたい。 

審議内容 

2024 年度収支予算案の承認可否について 

 

【質疑応答】 

＜末吉副会長＞ワークライフバランス委員会に関しては、まずは座談会などから始

めてもいいのではないか。 

また、高校野球医療サポートに関しては、事業規模に合わせた日当にして、JPTA の

規定（3,000円、6,000 円）と同等でも良いと思う。 

＜立津副会長＞理事会を 2 ヶ月に 1 回に開催しても良いのではないか。 

視察などはオンラインで対応することはできないか。 

審議結果 

全員一致で可決 

可：15 名、否：0 名 

担当局：事務局 担当部：総務部・財務部 

備 考  

 
第 11 号議案 沖縄県理学療法士連盟研修会への後援依頼に関する件 

提出日：令和 6 年 3 月 13 日  提出者：當間智史 

担当委員会：政策活動推進委員会  担当部： 

議案主題  
『沖縄県理学療法士連盟研修会後援依頼』の承認可否について 

議案内容  

及び  

提出理由 

沖縄県理学療法士連盟より研修会の後援依頼を受けている。 

沖縄県理学療法士協会会員に有益な内容であることから、名称後援が妥当と考え

る。また、広く理学療法士会員に案内したい。審議をお願いしたい。 



審議内容  『沖縄県理学療法士連盟研修会後援依頼』の承認可否について 

【質疑応答】 

＜南部理事＞参加費についてだが、「会員」というのは連盟会員という事か。 

＜當間理事＞はい。その通りです。 

審議結果 賛成多数で可決 

可：14 名、否：1 名 

委員会：政策活動推進委員会  担当部： 

備 考  

 

公益社団法人 沖縄県理学療法士協会 
会長 小嶺 衛 

監事 仲西 孝之 
監事 千知岩 伸匡 


